
� 連合山形会長　舩　山　　　整　
2022新年おめでとうございます。組合員の皆様にとってよい年になりますようご祈念申し上げます。昨
年11月10日の連合山形第34回定期大会で、小口裕之前会長に代わり、会長に就任いたしました舩山整で
す。前会長同様よろしくお願いいたします。
2021年は、新型コロナ感染拡大により、地域経済や、働く者の生活や雇用に大きな影響がもたらされた
1年でした。連合山形は、国、県などの行政機関や経営者団体等に対して、働く者の生活や雇用を維持改
善させるため、様々な取り組みについて要請行動等を行ってきました。また、各種支援金の給付や、感染
防止の切り札と言われたワクチン接種にかかるワクチンの安定供給や接種体制の充実など、関係する構成
組織等と連携した取り組みを進めてきました。
感染は、収束傾向を示し、徐々に人流も戻りつつあり、経済活動にも好転の兆しが見られています。し
かし、新たなウイルスによる感染拡大の「第６波」も懸念される状況にもあります。今後も、各構成組織や、地
域協議会とも連携しながら、働く者の実態を踏まえた取り組みを継続していきたいと考えています。
また、昨年は、１月の県知事選挙、2021春季生活闘争、10月の衆議院解散総選挙、各中間自治体選挙な
ど、多くの闘いに結集いただきました。政権選択選挙として行われた衆議院解散総選挙では、県内各選挙
区における自民党議席独占の状況を崩すことはできず、全国状況においても、自民党単独での絶対安定多
数を許す結果となりましたが、各構成組織、地域協議会における組合員の皆さんのご奮闘に感謝申し上げ
ます。
今年は、７月に参議院議員選挙が実施されます。衆議院解散総選挙の総括も踏まえながら、山形選挙区に
おいては、連合山形推薦候補者、比例区においては、各構成組織（産別）の組織内候補者等の勝利に向
け、連合山形の総力を結集し、たたかいを進めていきましょう。また、2022春季生活闘争では、賃上げの流れ
を途切れさせることなく、４％の賃上げ要求を掲げる連合本部方針を踏まえ、各構成組織が連携を深め、
取り組みを前進させていきましょう。組織拡大や各種労働相談などの取り組みも強化し、働く者に寄り添
う「いつもそばにいる存在」としての連合運動を強化していきます。一方、帳簿外口座問題については、昨年
末に調査委員会を立ち上げました。組合員の皆さんの理解が得られるよう対応していきたいと思います。
結びに、連合山形のゆるぎない団結のもと、構成組織、地域協議会との連携を一層深め、その先頭で頑
張る決意を申し上げ、新年のごあいさつといたします。ともに頑張りましょう。

謹賀新年
連合山形のゆるぎない団結で、2022春季生活闘争、連合山形のゆるぎない団結で、2022春季生活闘争、
第26回参議院議員選挙闘争に勝利しよう第26回参議院議員選挙闘争に勝利しよう

　１月５日、連合山形・連合山形地域協議会「2022新春旗びらき」を
大手門パルズにて開催しました。昨年はWEBで開催しましたが、今
年は構成組織代表者など少人数で開催し、連合運動の前進や参院選必
勝に向けた取り組みなどを誓い合いました。

20220222新春旗びらき新春旗びらき
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　11月10日、大手門パルズで
「連合山形第34回定期大会」
を開催しました。代表挨拶で
小口会長（当時）は、前日の
会計問題への新聞報道に触れ
「慎重に調査・確認を進め、
不正は無かったと理解してい
る。大変ご心配をお掛けした
連合山形に結集する全ての皆
様に深くお詫びする」と陳謝
しました。そして、この間の

活動を振り返ったうえで「大会スローガン『安心社会へ新たなチャレンジ～すべての働
く仲間とともに「必ずそばにいる存在」へ～』のもと、組織強化やすべての働く者の
ディーセントワーク実現、ジェンダー平等など多様性を認め合う包摂社会の実現などの
取り組みを推進していく」と述べました。
　大会では、第１号議案「2022－2023年度活動方針」について、２人の代議員から新型
コロナワクチン接種に関する政策・制度要求、参議院選挙に向けた衆院選の総括、労働
相談を通じた未組織労働者への支援について発言がありました。
　また、第３号議案「役員選出」では、任期満了に伴い、会長に舩山整氏（自治労）が新任、
会長代行に設樂正氏（情報労連）が再任、副会長に丹野忍氏（情報労連）、柿崎隆英氏（電
機連合）、齋藤洋次氏（交通労連）、蒲原清天氏（ＵＡゼンセン）の４氏が再任、遠藤学（県
教組）、納富聡氏（ＪＡＭ）、齋藤和喜氏（電力総連）、渡部貴之氏（自治労）、西部政行氏（Ｊ
Ｐ労組）の５氏が新任、事務局長に
舘内悟氏（電力総連）が再任しました。
また、水戸吉一元会長と小口裕之前
会長は顧問に就任しました。
　新役員を代表し舩山会長は、「連
合山形の取り組むべき課題は数多
くある。各構成組織の課題も含めな
がら、民と官が連携して、すべての
働く仲間の処遇改善等に向け取り
組んでいきたい」と抱負を述べ、全
体の協力を呼びかけました。

連合山形「第連合山形「第３４３４回定期大会」を開催回定期大会」を開催

2022－2023年度活動方針（大項目）
※全文はホームページに掲載

Ⅰ�．すべての働く仲間をまもり、つなぐための集団的労
使関係の追求と、社会に広がりのある運動の推進
Ⅱ�．安心社会とディーセント・ワークをまもり、創り出
す運動の推進
Ⅲ�．ジェンダー平等をはじめとして、一人ひとりが尊重
された「真の多様性」が根付く職場・社会の実現
Ⅳ�．社会連帯を通じた平和、人権、社会貢献への取り組
みと次世代への継承
Ⅴ�．健全な議会制民主主義と政策実現に向けた政治活動
の推進
Ⅵ�．連合と関係する組織との相乗効果を発揮し得る人財
の確保・育成と労働教育の推進
Ⅶ．運動を支える基盤強化

～すべての働く仲間とともに「必ずそばにいる存在」へ～
安心社会へ　新たなチャレンジ

新会長に舩山氏を選出　新たな体制がスタート新会長に舩山氏を選出　新たな体制がスタート

小口前会長小口前会長

佐藤特別代議員佐藤特別代議員

舩山新会長舩山新会長

安食代議員安食代議員
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女性委員会

青年委員会

女性委員会

青年委員会

　女性委員会は、10月2６日に「第33回総会」を大手門パルズで開催し、2022－2023活動
方針などを決定しました。役員改選では、委員長の木口久仁子氏（ＪＰ労組）が退任し、
新たに結城礼佳氏（県教組）を選出しました。結城委員長は「『ジェンダー平等推進計
画フェーズ１』の取り組みに果敢にチャレンジしていこう」と挨拶しました。
　総会終了後には「学習会」を開催し、（株）ジョインの武田靖子専務取締役ＣＨＯよ

り「2021パラダイムシフト　マインドリセット～新しい時代の自分へ～」と題した講演をいただきました。
武田氏は「コロナ禍のなか、これまでの考え方の大転換と捉え、時代に合わせて、変えるものと変えない

ものを考えて、考え方をリセットすることが大事
だ」と強調しました。

　青年委員会は、10月2７日に「第32回総会」を大手門パルズで開催しました。2022－2023活動方針や、委
員長の阿部一樹氏（労金労組）が退任し、新たに矢作仁氏（情報労連）を選出する役員改選を決定しまし
た。
　総会終了後には「2021青年学習会」を開催し、「気候変動対策への取り組みについて」と題して山形環
境科学研究センターの横山秀典環境企画部長が講演しました。参加者から「近年、気候変動問題がますま
す身近になり、環境テーマは重要な話題で良いと思った」などの感想が寄せられました。

連合山形女性委員会、青年委員会連合山形女性委員会、青年委員会
「総会」「学習会」を開催「総会」「学習会」を開催

役　職 氏　　名 構成組織
委 員 長 結 城 礼 佳 県 教 組
副 委 員 長 岩 城 京 子 電 機 連 合
事 務 局 長 渡 邊 順 子 Ｊ Ａ Ｍ
事務局次長 髙 橋 綾 乃 ＵＡゼンセン
〃 小 川 実 己 情 報 労 連
〃 大 場 智 佳 電 力 総 連
〃 紺 野 美 穂 交 通 労 連
〃 奥 山 明 子 自 治 労
〃 沼 沢 結 花 Ｊ Ｐ 労 組

役　職 氏　　名 構成組織
委 員 長 矢 作 　 仁 情 報 労 連
副 委 員 長 上　野　航太朗 自 治 労
〃 高 橋 杜 於 県 教 組

事 務 局 長 後　藤　健一郎 ＵＡゼンセン
事務局次長 阿 部 芳 紀 Ｊ Ａ Ｍ
幹 事 堤 　 優 大 労 金 労 組
〃 太 田 貴 嗣 電 力 総 連
〃 阿 部 拓 海 Ｊ Ｐ 労 組
〃 菊 地 宏 也 電 機 連 合
〃 横 尾 　 樹 交 通 労 連
〃 （選考中） 森 林 労 連 青年委員会団結ガンバロー青年委員会団結ガンバロー

女性委員会総会の様子女性委員会総会の様子

学習会講師の武田さん学習会講師の武田さん
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男女平等をはじめとして、一人ひとりが尊重された
『真の多様性』が根付く職場・社会を実現しよう！



　山形県退職者連合は「第2９回定時総会」を10月21日に大手門で開催しました。
　はじめに、三澤裕会長が「昨年度はコロナ禍で活動が制限される中で、県知事選挙や最賃大幅引上
げを求める署名活動、組織拡大などの活動を行うことができた。皆様のご努力とご協力に敬意を表し
ます」と活動を振り返り、「来たる2022年度は山形県退職者連合結成30周年を迎える。会員の皆様の
生活向上に向け、多くの課題を前進させていきたい」と挨拶しました。
　総会では、2022年度の活動方針、役員体制など全ての議案が承認されました。また、「生き生きと
安心して暮らせる社会をつくろう！」をメインスローガンに、４つのサブスローガンを採択しました。

　10年目の取り組みとなる山形大学人文社会科学部「連合山形寄
付講座　～労働と生活～」が10月４日から始まりました。連合山
形役員らが講師を務め、労働組合が取り組む「賃金・処遇改善」
「ワークルール確立」「ワーク・ライフ・バランスの実現」「政策
制度要求」などをテーマに、２月までに全1５回の講義を行います。
　12月20日には、公益社団法人教育文化協会の相原康伸理事長
（前連合事務局長）が講師を務め、労働者を取り巻く現状や課題
から、労働組合の果たすべき役割について講義しました。

必ずチェックしましょう！
山形県「特定（産業別）最低賃金」が改正されました。�

すべての労働者に適用される山形県「地域別最低賃金」は

８２２円（2021年10月2日発行）です。

•今年度の講座が始まりました
山形大学「連合山形寄付講座　～労働と生活～」

生き生きと安心して暮らせる社会をつくろう！

　山形県退職者連合「第29回定期総会」を開催

挨拶する三澤会長挨拶する三澤会長  県退職者連合総会の様子 県退職者連合総会の様子

特定（産業別）最低賃金　【発行日：２０２１年１２月２５日】
ポンプ・圧縮機器、一般産業用機械・装置、他に分類されないはん
用機械・装置、化学機械・同装置、真空装置・真空機器製造業

時間額８８８円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通院機械器具
製造業

時間額８7２円
自動車・同附属品製造業 時間額８８８円
自動車整備業
（自動車分解整備の業務に従事する者に限る）

時間額８9２円

2626円円
UPUP
2626円円
UPUP
2727円円
UPUP
2727円円
UPUP

2929円円
UPUP

 相原康伸理事長 相原康伸理事長
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　11月2８日に「ワークルール検定2021・秋」の検定試験が全国30会場で一斉に開催され、山形会場の
ヤマコーホール（山形市）では、初級検定に2７人が受検しました。
　本検定は、社会全体でワークルールの知識・認識を高めることにより、「働きやすい職場」の実現
をめざすため、2013年から実施され、これまでに全国で１万人以上が受検しています。
　主催は（一社）日本ワークルール検定協会〔構成組織＝ＮＰＯ法人職場の権利教育ネットワーク、
連合、中央労福協など〕。後援は厚生労働省、（公財）日本生産性本部、山形県。運営は山形運営委員
会として連合山形が担いました。
　山形での次回検定は2022年秋です。初級合格者は中級検定の受検が可能です。皆さんもまずは初級
検定から挑戦してみてはいかがでしょうか！

【連合なんでも労働相談ダイヤル　０１２０－１５４－０５２】

連合山形酒田飽海地域協議会　　　　　　　
　酒田市緑町19‒10労働センター内
　TEL 0234‒24‒5505
連合山形鶴岡田川地域協議会　　　　　　　
　鶴岡市泉町8‒57鶴岡市労働センター内    
　TEL 0235‒25‒8605　　　　　　　　　 
連合山形新庄最上地域協議会　　　　　　　　
　新庄市大手町2‒60 大手会館内　　　　　　
　TEL 0233‒23‒1515　　　　　　　　

連合山形北西村山地域協議会
　村山市楯岡新町２丁目12‒7 しらたかビル２F
　TEL 0237‒53‒2005
連合山形地域協議会
　山形市木の実町12‒37 大手門パルズ内
　TEL 023‒622‒0551
連合山形置賜地域協議会
　米沢市塩井町塩野1‒1 勤労者福祉会館２F
　TEL 0238‒23‒0551

連合山形　山形市木の実町12‒37　TEL 023‒625‒0555
（フリーダイヤルは、集中相談期間中は連合山形につながりますが、それ以外の日は連合労働相談センターでの対応となります）

次回はあなたも挑戦してみませんか？

　ワークルール検定2021・秋　の開催

ワークルール検定会場の様子ワークルール検定会場の様子

初級検定の問題を解いてみよう！
Ｑ�．労働基準法が適用される「労働者」をすべて
選びなさい。
　① 正社員　　　　　② パートタイマー
　③ アルバイト　　　④ 派遣労働者
Ａ�．正解と解説は「ワークルール検定ホーム
ページ（https://workrule-kentei.jp）」へ。
� 参照元：ワークルール検定ホームページ
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山形推進本部
（山形県勤労者共済生活協同組合）

「こくみん共済 coop 」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的としています。
この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

〒〒999900--00882277 山山形形市市城城南南町町11--1188--2222 TTEELL 002233--664466--44666666

2022 年 1 月 1 日現在
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